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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、一九八五年電電公社民営化と一九九六年 NTT 分離・分割が決定されるまで、「なぜ長年に渡って議論















































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、1985 年電電公社民営化と 1996 年 NTT 分離・分割が決定されるまで、「なぜ長年に渡って議論が続いた
のか、誰がNTT再編をもたらしたのか」という政策決定主体に焦点を当ててNTT再編の過程を分析したものである。 















 第五章では、NTT の一社体制の維持を目指していた NTT と全電通の分割回避の取り組みが考察された上で、郵政
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省が狙った完全分離・分割とは異なる措置である持ち株会社による形式的分離・分割の決定が、NTT の戦略的選択の
結果であったことが実証的に分析される。 
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